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れた東方・中央・西方の 3 丘陵にまたがり，東西およそ 800 m に廣がっている。石窟番
號は東から順にふり分け，東方丘陵には第 1 窟から第 4 窟まで，中央丘陵には第 5 窟か
ら第 13 窟まで，西方丘陵には第 14 窟から第 46 窟が位置している。
釋老志の記営をもとに，曇が初に營した 5窟は，西方丘陵東&部の第 16 窟から
第 20 窟に比定された (常盤大定・關野貞 1926：26-29 頁)。いずれの石窟も奧壁に巨大な佛






報吿」という) は，大規模の第 19 窟が初に着手され，その左右に位置する第 18 窟と
第 20 窟の開鑿もほぼ同時にはじまったが，第 17 窟はいくぶん後れ，後に第 16 窟が
宴されたと考えた。宿白 (1978) も第 18〜第 20 窟の西 3 窟はもっとも早く開鑿された一
組であり，第 16 窟と第 17 窟の東 2 窟は後續する一組としている。ただし，兩說とも東
西 100 m あまりにおよぶ曇五窟の庭部と壁は初の段階に.面が切り開かれたと
想定しているから，この 2段階は窟內の基本宴の後關係を指している。
これをうけて筆者は西 3 窟の基本宴を 1，東 2 窟の開窟を 2とし，光背
樣の變/に着目して本と脇侍ごとの宴プロセスを組み立てた。すなわち， 1に
は第 18 窟の本佛立宴と脇侍佛立宴，第 19 窟の本佛坐宴，第 20 窟の本佛坐宴と脇
侍佛立宴が完成した。 2には第 17 窟本の0脚菩宴が足部を除いてほぼ完成し，
第 19A窟の本佛倚坐宴と脇侍菩宴が臺座を除いてほぼ完成したが，第 17 窟東西大龕
の脇侍佛宴は 3，第 16 窟の本佛立宴，第 19B窟の本佛倚坐宴と脇侍菩宴の仕
上げは中 3に下ると考えた (岡村 2016a)。





る第 5窟と第 13 窟は，大佛窟であるにもかかわらず，中末に年されてきた。兩窟の
$%彫宴は，4世の補修によって原形が失われ，その樣式がらかではないものの，周
壁龕の佛宴は漢式6制に變/し，第 5窟は中末の第 6窟と一對の雙窟で，第 13 窟も中
末の第 11 窟・第 12 窟と外壁を共7する一組の石窟とみなされたからである。
ところが，雲岡中の雙窟である第 1・第 2窟，第 7・第 8窟，第 9・第 10 窟は，いず
れもほぼ同形同大の石窟が竝列しているのに，第 6 窟は塔形の中心8をもつ塔;窟で，
大佛窟の第 5 窟とは形態がまったく衣なっている。同じように第 11 窟は中心8をもち，
第 12 窟は 2室9で，大佛窟の第 13 窟とは形態が相:している。しかも第 11 窟は東壁
上層に<刻された太和七年龕によって 483 年以に開かれているから，第 12 窟・第 13
窟と一組にして中末 (洛陽都の直) に位置づけるのは矛盾している。
大佛窟からの型式變/をみると，第 5 窟と第 13 窟では窟內の空閒がやや擴大し，天
井・窟門・窓に宴がはじまっており，佛殿窟への=渡として位置づけることがで
きる。このため筆者は大佛窟の第 5窟と第 13 窟を曇五窟につづく 3に位置づけた
のである1) (岡村 2016a)。
1 ) 第 5 窟の基本宴は後世の改修によって原形が失われており， 3にどこまで完成して
いたのかはわからない。しかし，本光背の飛天や右脇侍佛立宴は中 3に下る樣式であ
るから，第 16 窟や第 19B窟のように，に未完成であった基本宴が中 3に仕上げ
られた可能性があろう。
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圖 1 曇五窟の外景 (原報吿 Pl. 11-2)
(2) の實年代
石窟の營は 460 年に曇が沙門瓜に着任した直後にはじまったとしても，それ以後
の年代を示す?書の記錄はまったく存在しない。そこで原報吿 (16：1-2 頁) は曇五窟




(1) 天安二年 (467) 八B丁酉，行幸武州山石窟寺。
(2) 太和四年 (480) 八B戊申，幸武州山石窟寺。
(3) 太和六年 (482) 三B辛巳，幸武州山石窟寺。
(4) 太和七年 (483) 五B戊寅朔，幸武州山石窟佛寺。
(5) 太和八年 (484) 七B乙未，行幸方山石窟寺。
このうち (1) は獻，(2)〜(5) は孝である。長廣は曇五窟すべてを同時の
營とみなし，467 年の獻の行幸をその落慶法%に比定した2)。
宿白 (1978) も曇五窟は成にほとんど完成したとみる。その裏づけとしたのが
第 7・第 8 窟の實年代である。第 7・第 8 窟はほぼ同形同大の石窟が竝列する雙窟で，宿
白はそれを孝と馮太后の「二C」のために營されたとみなし，孝初に位置
づけた。中の第 7・第 8窟が 470 年代はじめにさかのぼるならば，の曇五窟は當
然それ以の 460 年代に位置づけられる。この年代觀は宿白年に批D3な日本の美E
?硏究者にもけ入れられ，今日ほぼ定說とみなされている。








2 ) 467 年までにどこまで完成したのは示されていないが，石窟の設計から現地O査などの準









五重塔を円立している。上営のように第 7・第 8 窟は「二C」のための雙窟であり，467
年以影しばらくS絕えていた「武州山石窟寺」への行幸を 480 年に孝が再開し，
482・483・484 年3)と連年におよんだことは，こうした 480 年代はじめにおける一連の馮
太后の顯頴事業と連關しているのであろう。とりわけ，第 7・第 8 窟のU壁面に高さ
10 m 以上の巨大な石碑と龜趺が形されたことは，馮太后が方山の永固石室のほか長安
3 ) 484 年 7 Bの行幸について『V治W鑑』齊紀二は「乙未，魏$如武州山石窟寺」とする。
高祖紀上と同じ乙未の日の行幸記事であるが，硬い玄武岩からなる方山には石窟がなく，
「方山石窟寺」は「武州山石窟寺」のMりであろう (岡村 2016a)。
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圖 2 中大型窟の年 (岡村 2016a：圖 1 を改變)
や龍城に立てた顯頴碑と同樣のモニュメントであった可能性が高い。したがって，「二
C」のための第 7・第 8 窟は，馮太后が「臨J聽政」した 476 年以後に營がはじまり，
480 年代&に完成したものと考える。
上営のように曇五窟と第 7・第 8窟との閒に 3を設定すると，のような北魏の
政治動向と整合3に理解できる。すなわち，467 年に獻が行幸したのは 1に完成
した西 3 窟の開眼法%のためであり，東 2 窟の本が未完成のまま 2に中斷された
のは，471 年に獻が長子の孝に讓位したことと關係があろう。獻はまた中央
丘陵の東端と西端に第 5 窟と第 13 窟の開鑿に着手した4)。それが 3である。兩窟の
基本宴は後世の改變をけているため，どこまで宴がんだのか不だが，同じこ
ろ開かれた第 11 窟が窟內に中心8を荒Yりした段階で開鑿を中止したのは，獻の暴
Zによるのであるならば， 3の下限は 476 年に位置づけられる (圖 2)。
以上の推論がGめられると， 1は 460〜467 年の 8 年， 2は 467〜471 年の 5






原報吿は曇五窟の西 3 窟と東 2 窟の完成に時閒差をGめるほか，それぞれの石窟に
つき窟門・窓をふくむ周壁の宴を 3 段階に分けて考えている。第 1は開窟當初，
第 2は西方式6制と漢式6制の佛宴が混在する中末，第 3は洛陽都後である。
このうち第 1の宴プロセスについては，違以下の本論で具體3に檢討するが，さ
らに 2〜3 段階に細分できるという。たとえば，宴樣式からみると，第 18 窟南壁上層
から中層の佛龕は基本宴と同じ段階であるが，西側下層の佛龕は第 1末に下り，
第 17 窟南壁の三大龕と同時とする (原報吿 12：39-40 頁)。原報吿は曇五窟と第 7・第
8 窟の營が一部竝行し，曇五窟は 470 年代中ごろまで營がつづいたと考えるから，
この第 1末はおよそ本稿年の 3にあたる。
4 ) 曇五窟は「=去卽釋æ，現皇卽彌勒」の思想にもとづいて宴され，第 17 窟本の
0脚菩は成で，それ以外の 4 大佛は=去を釋æの應/身としてあらわされた (佐





のなかで杭侃 (1994) は，曇五窟の千佛龕を 3型式に分け，第 19 窟東西壁上層のⅠ式
は (第 1)，第 19 窟下層のⅡ式は中 (第 2)，曇五窟外壁のⅢ式は中末に下
るという。また，第 19 窟の本，南壁上層の兩側にある佛立宴，Ⅰ式千佛龕はだが，
それ以外の佛龕は中に下ること，中の佛龕は太和十三年 (489) ごろを境に後 2













の周圍を廣く直線3に區畫していること，第 20 窟と第 19 窟の佛龕は置に規則性がG












ち，曇五窟の營は 460 年ごろにはじまったとしても，その第 1工事がいつまでつ
づいたのか，基本宴と佛龕それぞれの宴プロセスをの 3細分にしたがって整































そのうち圖 4 の 1 には右脇侍佛の頭光に食い_んだ二佛竝坐龕を示した。この尖拱龕は
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圖 4 第 20 窟の佛龕と佛立宴 1：西壁二佛竝坐龕 (原報吿 Pl. 14-49A)，2：東壁上層の坐佛龕
(怨報吿 Pl. 20-150B)，3：本右i上の佛龕 (原報吿 Pl. 14-29)，4：本左i上の佛龕 (怨報
吿 Pl. 20-147A)，5：第 20 窟にZ落した佛立宴 (怨報吿 Fig. 20-29)
拱額と二佛の頭を殘すのみだが，龕の右上に 1 體，左上に 2 體，それぞれ頭光をjう供
養天人が頭を出している。拱額の左側に接して短册形の銘區があり，宴記が 2行に刻
まれている。原報吿 Pl. 14-49A解說はそれを「□□□k知／識多……區」とし，同 2：
雲岡金石錄 19bは「……k知／識多寶佛二區」と讀んだ。二佛竝坐宴の佛名について
第 17 窟窓の太和十三年 (489) 龕には「釋æ・多寶」と二佛の名をl記するが，m興二
年 (472) 金銅佛銘 (松原 1995：圖版 38) のように「多寶一區」とのみ記した例もあり，
本例もそれと同じであろう。その左側には未n蓮華をもつ高髻形の供養天人が上&身を
あらわしている。その後ろには鮮卑oをかぶる供養者が跪いて頭を垂れ，果實狀の供物
をささげている。そのには 3行の銘があり，原報吿 Pl. 14-49B 解說は「佛弟子□□






圖 4 の 2 は東壁上部の佛坐宴である。本光背にともなう飛天の足元で壁面が直角
に屈折し，その隅部に位置している。坐佛はp袒右iに着衣し，腹に兩手を合わせた
禪定形で，大きな舟形光背をjっている。雲岡における佛龕の坐佛は右手を擧げた形が










佛龕や單獨の佛立宴がある。圖 4 の 3 は右 (西) 側，4 は左 (東) 側である。大佛のiの
上面は，荒い鑿痕がそのまま殘っている5)。
5 ) 以下，京都大學人科學硏究・中國社會科學院考古硏究『雲岡石窟』第 17〜第 20







(松原 1995：圖版 42) がある。雲岡石窟では第 7・第 8窟$室の東西壁第 3層において坐佛
と，第 9・第 10 窟室の東西壁上層において0脚菩と，それぞれ組み合わされてい







圖 4 の 5 は 1940 年に第 20 窟左脇侍佛宴の南側にZ落していた斷石であり，本佛頭
左側の佛立宴と同じように，右手を胸に立て，下げた左手に衣端をとっている。その
位置からみて第 20 窟南壁東側の宴であろう。單獨であらわされた類似の佛立宴は，第
19 窟と第 18 窟にいくつかの例があり，第 20 窟南壁にも基本宴と同時の宴が存在
したことがうかがえる。
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(2) 第 19窟
第 19 窟の壁は第 18 窟と第 20 窟より 5 mほど奧にあり，庭部の左右には脇窟の第





3.6 m の佛立宴があり (圖 5)，どちらもWiに着衣し，右手を胸に擧げ，左手を下げて
いる。西の佛立宴 (第 9宴)6) の左下には越子が跪いて合掌し，佛は左手でその頭を撫で
ている。原報吿 Pl. 13-30解說にあるように，これは『雜寶藏經』などにみえるラーフラ
因緣をあらわしたものである。東の佛立宴 (第 1宴) は何をあらわしたのか不だが，第
9宴と同時に宴されたことは確かであろう。
南壁の上層から中層には杭侃 (1994) のいうⅠ式千佛龕が整然と列され，「初の樣







中層東隅の第 5 龕 (圖 6 の 1) は尖拱龕の中に二佛が竝坐し，拱端には小さな獸形と籐
座がある。龕外にはバラモンや胡跪合掌の供養天人が縱列し，その外側を矩形に區畫
している。左側の千佛龕はこの第 5 龕に合わせて橫幅を小さくしており，第 5 龕が先に




下から 2段目の第 6龕 (怨報吿 Pl. 20-81B) と窟門に接した東側下段の第 7龕 (圖 6 の 2)
の坐佛が擧手形になっており，一部の千佛の定型がZれている。とくに後者の竝列する 2
龕は例外3にp袒右iの坐佛で，龕上に重弧`を刻んだ舌狀の帷幕があり，左の龕は左
6) 原報吿に號がないため，圖 5 のように南壁の東側からx宜3に番號を付けた。
雲岡石窟の初宴
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圖 5 第 19 窟南壁 (原報吿 Fig. 13･14-4 に加筆) と上層兩隅の佛立宴 (怨報吿 Pls. 20-79・88)
圖 6 第 19 窟南壁の佛龕と佛立宴 1：第 5龕 (原報吿 Pl. 13-16)，2：第 7龕 (同 22)，3：第 2・第
3宴 (同 15)，4：第 10宴 (同 34A)
右に坐佛や供養天人が縱列している。天蓋をあらわす帷幕や供養天人がともなうことか
ら，これは千佛の列にありながら，ひとつの獨立した佛龕として宴されたのであろう。
舌狀の帷幕は 2の第 18 窟南壁第 43 龕 (圖 14 の 2) にも用いられており，南壁中層の
千佛龕は 2まで宴がつづいた可能性が高い。
千佛龕の閒にはまた，小さな立佛が宴されている。第 5 龕の右上にある第 4宴や上
層東隅の佛立宴の左足橫にある第 2・第 3宴 (圖 6 の 3)，上層西隅の佛立宴の左i橫にあ
る第 10宴 (同 4) は，いずれも千佛龕の隙閒を利用した宴である。東側の第 2・第 3・
第 4宴は，y U 字形に彫り凹めた龕の中にWiの立佛があり，第 2宴は左下にラーフラ
をともなっている。いずれも痩身で，その宴容は上層東西隅の佛立宴に4い。これに對
して西側の第 10宴は大小 2 體が竝び，どちらもp袒右iに着衣し，足が短く，がっしり
とした體格で，擧身光背と頭光を線刻している。その宴容は第 18 窟南壁西側中層の佛立
宴 (第 44宴，圖 13 の 1) に4く， 2に下る可能性が高い。
第 1	工事の下限 それでは，開窟當初の第 1工事がいつまでつづいたのだろうか。
問題を解く鍵は，南壁下層の佛龕である。
南壁下層の窟門東側には龕高 2.5 m の比3大きな第 8 龕がある (圖 7 左)。いまみた
第 7 龕の下に千佛龕がもう 1 段あるが，もろい質の岩層であるため，龕がひとまわり小
さくなっている。この第 8 龕はそれより下にあり，千佛龕との切り合い關係は不であ
るため，宴樣式をもとに年代を考えなければならない。
原報吿 (Pl. 13･14-25解說) は，寶壇の香爐を中心にした供養者列は胡6を着けるものの，
本佛坐宴の衣`が階段狀をなし，窟門東側の漢式6制の佛坐宴よりも形式/している
ことから，中末ごろの年代を想定する。稻本泰生 (怨報吿 Pl. 20-83解說) も，拱端の籐
座は古式をとどめるものの，左右の脇侍菩が龕內に入り_んでいることから，第 7・




れているとはいえ，その形と籐座が小さい特zは中 1の第 7・第 8 窟より古いこと，
本坐佛が左手にとる衣端の形は第 8 窟$室南壁第 3層西龕例と同じで，先端に襞を刻
む同東龕や後営の第 16 窟南壁西大龕など中 1に出現する型式より先行すること (岡村
2017：圖 41參照)，龕外の左右に比丘をすることは第 18 窟南壁下層東側の第 17 龕や第
23 龕，第 17 窟南壁中層西側の第 14 龕などの例が多く，本例はそれらよりも豐滿に
なっているものの，第 7・第 8 窟や第 9・第 10 窟には例をみないこと，本の光背上に










佛龕は中 3に下るが，右下の方形區畫龕 (第 12 龕) は 3から中 1に位置づけら
れる。すなわち，龕を水に 3 段に分け，中段には 3 體の菩が戲座ふうに竝坐して
いる。表面はひどく風/しているものの，坐勢や身ぶりなどの宴容は第 11 窟東壁太和七
年 (483) 龕の三菩竝坐宴 (圖 8 左) と4似している。龕の下段には供養者列，上段には
帷幕の下に 7 體の坐佛が竝んでいる。太和七年龕の二佛竝坐龕にも拱額に 7 體の坐佛が
竝んでおり，=去七佛をあらわしたものであろう。
第 12 龕の上には，方形區畫をもつ坐佛龕がある。上&部は風/しているが，坐佛の左
右に大小 2 體の供養天人がそれぞれ侍立している。下段の供養者列は第 12 龕と同じであ
るため，兩龕は同時の宴と考えられるが，それぞれに供養者列があり，區畫の左右
がややずれていることから，第 12 龕とは別の願$による宴であろう。
問題になるのは第 12 龕の三菩竝坐宴である。太和七年龕の中央第 4段に竝ぶ三菩
には，右端に「觀世}菩／大勢志菩」(志は至の假借)，左端に「殊師利菩」とい
う榜題があり，第 12 龕の三菩も同じ格であったのだろう。原報吿 (Pl. 8-30解說) は
太和七年龕の三菩は龕の中央第 2 段左右の坐佛にともなう脇侍と考えた。すなわち，
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からみれば，第 18 窟南壁上層西側第 39 龕の左右に 3 體ずつ菩立宴があらわされてい





た例外3な宴であることをH示する。すなわち，後営のように第 39 龕は 2，太和
七年龕は中 1であるから，第 19 窟南壁下層の第 12 龕もまた 3から中 1という
上営の年代觀とは矛盾しない。
小結 第 19 窟は北壁の本大佛，周壁上層の天蓋，坐佛列，南壁上層東西隅の立
佛，南壁上中層の千佛龕が開窟當初にさかのぼる宴である。すなわち，本大佛とそ
の光背のほかに，周壁の中層以上を宴でうめつくすことが當初の計畫であり，18 段分





圖 8 三菩竝列宴 左：第 11 窟東壁太和七年龕 (原報吿 Pl. 8-30)，右：第 18 窟南壁上層西側第
39 龕 (怨報吿 Pl. 20-71A，水野淸一 1940 年撮影)
の千佛龕が水に割付された。周壁の宴は基本3に上から下へとめられたが，南壁
上層東西隅の立佛は周圍の千佛龕より先に宴された。千佛龕は 1に宴がはじま
り，南壁中層の東側では千佛龕より先に二佛竝坐龕 (第 5 龕) が宴され，千佛龕の空隙








南壁下層への宴は 3にはじまった。後営のように，第 18 窟南壁下層では 2
に佛龕の宴がはじまっているから，その影かもしれない。窟門東側には坐佛を$






大弟子宴，その上の供養比丘宴 (原報吿 12：37 頁は供養天とする)，周壁上層の三角垂





いが，熊謁聰美 (2014) は圖 9 下のように號した上で，東壁の第 2〜第 6 龕と西壁の第
10〜第 14 龕の計 10 龕が雲岡にさかのぼると論じた。すなわち，第 2 龕下の供養者
列が供養比丘の頭光にYられていること，第 3・第 5龕と供養比丘との閒に不自然な段差
があること，第 10・第 12 龕の地が供養比丘の地よりも突出していることから，供養比丘
が開窟當初の宴であるならば，これらの佛龕もまた開窟當初に豫定されていたものと
考えられるからである。さらに付け加えるならば，第 3・第 4 龕と第 13 龕が上の坐佛列
に食い_み，西壁の上から 3 段目の坐佛列が上 2 段の&分ほどの高さに狹くなっている






佛龕の種類は，千佛をともなう第 3 龕とそれ以外の二佛竝坐龕とに分けられる。第 3




圖 9 第 18 窟南壁 (上) と西・東・北壁展開圖 (下) 原報吿 Figs. 12-52・53 を加工
と籐座は小さい。拱額の上には供養天人が左右 3 體ずつ合掌している。千佛はそれぞ
れ龕をもたず，11 段に坐佛列を重ね，各段の兩端には胡跪合掌の供養天人を 1 體ずつ
している。その上には飛天列，下には供養者列がある。飛天は合掌し，兩足をそろえて
はね上げている。この尖拱龕と飛天の形は 2の南壁東側下層第 17 龕に類似している。
第 3 龕以外の 9 龕は，すべて單獨の尖拱龕である。二佛はどちらも擧手形で，p袒右




定型/した供養者列などは，第 20 窟や第 19 窟の初佛龕にはみられない怨しい特zで
ある。第 3 龕の尖拱龕と飛天の形は 2の例に4い。熊謁は第 18 窟の營が第 20 窟
や第 19 窟より後れると考えたが，西 3窟の基本宴に後關係があったという根據は示
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圖 10 第 18 窟の二佛竝坐龕 1：東壁上層 (原報吿續補 Pl. 5 部分)，2：南壁東側中層第 11 龕 (向井
佑介 2017：圖 2③)，3：南壁西側下層第 45 龕 (左：原報吿 Pl. 12-98，右：岡村 2017 年撮影)
されていない。むしろ第 18 窟の基本宴は北壁の本大佛，東西壁の脇侍佛・脇侍菩
・十大弟子までのレベルであり，それらは 1のうちに完成したが，それより上の
宴は 2になってから着手されたのではなかろうか。周壁上層の坐佛列は第 19 窟




南壁下層の佛龕 第 18 窟南壁には窟門と窓の兩側に多數の宴がある。上層には
東西壁からつづく三角垂と 2〜3 段の坐佛列があり，それより下は大小の佛龕が不規則
に竝んでいる。原報吿 12：32 頁は西側下層の第 45 龕 (以下，龕番號は原報吿にしたがう)




かし，原報吿が開窟當初の宴とみなした東側中層の第 11 龕と下層の第 17・第 23 龕，





まず，東側下層の第 17 龕 (圖 11 左) は二佛竝坐の尖拱龕で，拱額に圖宴がなく，拱端
の獸形と籐座が小さいことは，第 20 窟の佛龕と共Wする古い特zである。龕の周圍を
矩形に區畫し，上邊に飛天列をしたのはめずらしいが，熊謁がに位置づける本














窟門の西側にある第 48 龕 (圖 11 右) について原報吿 12：39-40 頁は，その宴樣式が
第 17 窟南壁大龕 (第 14・第 15・第 19 龕) に4いとし，稻本泰生 (2017b：101 頁) は第 48
龕の龕內に脇侍と飛天が入り_んでいる特zは第 16 窟周壁中層の佛龕に出現するという。
また，第 48 龕の本坐佛が禪定形であること，拱額に 7體の坐佛をあらわすこと，龕外
左右の供養天人立宴は上下に 1 體ずつし，細身で，古い特zをとどめていること，龕
上の 3段に重ねた千佛龕の形は西にe接する第 45 龕と同じであることにqbされる。し
たがって，第 48 龕は 3に比定できる。




以上のことから窟門兩側の第 23 龕と第 48 龕とは，下層東側の第 17 龕につづいて 3
にほぼ同じ大きさで宴されたと考えられる。ただし，兩龕の9成はかなり相:して
おり，一對の佛龕として計畫3に宴されたものではないだろう8)。
南壁の二佛竝坐龕 いまみた第 23 龕をはじめ，第 18 窟南壁の初の佛龕は，多くが
↗
8 ) m興二年 (472) 金銅佛 (松原 1995：圖版 38) は正面に二佛竝坐，背面に禪定形の佛坐宴
をあらわし，「觀津縣人……多寶一區」という宴銘をもっている。その組み合わせはこ
の第 23 龕と第 48 龕と同じであり，定式/した共Wの信仰があったのかもしれない。なお
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圖 11 第 18 窟南壁下層の窟門兩側 (左：原報吿 Pl. 12-93，右：怨報吿 Pl. 20-35)
二佛竝坐龕である。東西壁上層の佛龕と同じように，それには千佛をともなう例と尖拱
龕の單獨例とがあり，大小さまざまで，置も不規則である。
千佛をともなう例は西側上層の第 39 龕と下層の第 45 龕である。第 39 龕は上営のよう
に左右に 3體ずつ菩立宴があらわされ (圖 8 右)，尖拱龕の拱額には 11 體の坐佛，龕の





ことは，にさかのぼる特zである。周圍の千佛は 1段に 15 龕を竝べ，下部がひどく
風/しているが，.體で 12 段になるようである。千佛の尖拱龕は東にe接する第 48 龕
の上と同じ形式であり，この點からみれば， 3に位置づけられる。
にさかのぼる單獨の尖拱龕は，東西壁上層の例とほとんど同じである。東側中層
に竝列する第 13 龕と第 14 龕は未完成で，それ以外のほとんどは拱額に 9〜13 體の坐佛
をし，拱端の獸形と籐座は未發であり，龕の左右から上にかけては供養天人，龕
の下には香爐を中心として左右に供養者が合掌している。この中で南壁中層東端の第 11
























と考えられたのであろう。ただし，東壁上層の第 3 龕，南壁上層の第 39 龕，南壁下層の
第 45 龕には千佛がともなっており，その千佛は寶塔の開にあたって諸方から呼び集め
られた釋æの分身佛をあらわしたものと解される (原報吿 8･9：1-3 頁)。第 45 龕の二佛が
やや屈みになって手をつないでいることも，見寶塔品の一場面を忠實に表現しようと
したものであろう。このような千佛に圍まれた二佛竝坐龕は，第 17 窟東西壁上層と第 5
窟窓の東西側壁に一對で宴されている (圖 12・圖 17)。第 5 窟は曇五窟につづいて







單獨の佛立宴 第 18 窟南壁にも單獨の立佛が宴されている。南壁西側中層の第 44
宴は，龕を彫らず，佛立宴は石窟本と同じようにp袒右iに着衣し，衣端をとった左
手を胸に擧げ，右手を下げている (圖 13 の 1)。右手には鉢を載せ，そこに 3 人の越子
がすがるように相重なっている。これは北魏の涼州沙門
覺譯の『賢愚經』卷 3 (大正藏
4：368) などにみえる阿育 (アショカ) 施土因緣をあらわしている (原報吿 Pl. 12-103解說)。
その右側には下に/生樹の淺い彫刻があり，上に 3 體の供養天人が宴されている。こ
れらは東にe接する第 43 龕と同一面にあり (圖 14 の 2)，上下の高さをそろえていること
から，同時に彫刻された一連の宴と考えられる。
9 ) 熊謁聰美 (2017) は窓西側の龕上に三角垂があることから，480 年代に下るとする。
しかし，三角垂は第 19 窟や第 18 窟の周壁上層に出現し，熊謁が類例としてあげる第
11 窟東壁第 15 龕の三角垂は，中 3に下る型式である。また，原報吿 Pls. 2-32〜34解
說は，第 5 窟南壁東側の第 4 龕は中 3に下るが，その下部に千佛のYり取られた痕跡が
あること，つまり中 3以に窓から南壁にかけて千佛が宴されていたことにqbし
ている。それはにさかのぼる第 1宴であろう。
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窓と第 4龕との閒にある第 5宴と第 6宴，第 4龕の東側にある第 E1宴，その下にある
第 E2宴である (圖 13 の 2)。いずれも龕を彫らず，佛立宴はWi式に着衣し，右手を胸
に擧げ，下げた左手に衣端を握り，皿形の臺座に立ち，大きな頭光をjっている。その
宴容は 4 體ともほぼ同じである。しかし，第 5宴は左右に合掌の供養天人が立ち，第 E1
宴の下には香爐を中心にする供養者が左右 2體ずつ竝んでいる。










圖 12 第 5 窟窓の二佛竝坐龕 1：窓西側 (原報吿 Pl. 2-18)，2：同 (怨報吿 Pl. 20-100，澤村
專太郞 1923 年撮影)，3：(怨報吿 Pl. 20-101，同左)
南壁中層の脚菩龕 南壁中層の東西に0脚菩を本とする楣拱龕がある (圖 14
の 1･2)。東の第 10 龕は底邊を窓の床面に合わせ，西の第 43 龕は上邊を窓の床面に合
わせており，東西で高さがくいちがっている。しかし，宴樣式の共W性により兩龕は





と飛天は左右脇大佛の天蓋と同じ樣式であるが (稻本 2017b：104 頁)，舌狀の帷幕は第
19 窟南壁中層の第 7龕の例に類似し，これも 2に下る可能性が高い。
第 43 龕の下には香爐と供養者列が宴されていたが，大部分が中 3の千佛龕によっ
てYり取られている。また，西側には阿育施土因緣の第 44宴がe接する。
一方の第 10 龕は，上下が中 3の千佛龕でYり取られているため，供養者列が確Gで
きない。また，龕の東側には 2 基の二佛竝坐龕が上下に重なっている (第 11・第 12 龕)。
上の第 11 龕には上営のように 3本の刹8をもつ相輪があり，宴樣式からみても，この
3龕は同時の宴と考えられる。
第 10 龕と第 43 龕の高さがちがっているのは，第 43 龕の上方，第 10 龕に相對する位
置は，開鑿時に別石を嵌めて補修しているくらい岩質が惡かったから (稻本 2017b：96 頁)，
その部分をけたからであろう。
雲岡の0脚菩龕は例が少ないが，比のために第 19A窟の例を示しておこう
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圖 13 第 18 窟と本左手東側面の佛立宴 1：南壁西側中層第 44宴 (原報吿 Pl. 12-103)，2：南壁
東側上層 (原報吿 Pl. 12-91)，3：石窟本左手後側 (怨報吿 Pl. 20-55A)






ると，腰の位置が上昇し，相對3に座高が低くなっている。これは 2の第 17 窟本
0脚菩宴から 3の第 13 窟本0脚菩宴への變/と軌を一にしている (岡村 2017：






て，第 18 窟例→第 26 龕→第 15 龕という形の變/が想定できる。第 18 窟例は 2で，
雲岡石窟の初宴
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圖 14 0脚菩龕の比 1：第 18 窟南壁東側第 10 龕 (原報吿 Pl. 12-95)、2：第 18 窟南壁西側第
43 龕 (怨報吿 Pl. 20-36)、3：第 19A 窟第 15 龕 (怨報吿 Pl. 20-105)、4：第 19A 窟第 26 龕
(怨報吿 Pl. 20-109)
第 19A窟の本と脇侍は未完成のまま 2に宴が中止されたから，その第 26 龕と第
15 龕はそれよりやや後れる 3に位置づけられよう。









された。ただし，0脚菩を本とする中層の第 10 龕と第 43 龕だけは，東西に相對す
るようb圖された可能性が高い。

















第 19 窟や第 20 窟と同じように，第 18 窟にも單獨の立佛が宴されている。阿育施土
因緣をあらわす南壁西側中層の第 44宴は，0脚菩の第 43 龕と一連の宴と考えられ
る。これに對して南壁東側上層から東壁にかけての 4 體と石窟本左手の後ろにある 1
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體は，佛龕や本大佛の空隙を利用して後から<刻されたものであろう。そのうち第 E1
宴には香爐を中心に供養者が左右 2 體ずつ竝んでいる。このような單獨の立佛は西 3 窟


















の形と龕の南側を南壁に合わせた置は共Wし，原報吿 (12：23-26 頁) はこれを本の
0脚菩にともなう脇侍佛とみなした。また，兩佛ともWiに着衣し，擧身光背をjい，
西壁大龕の佛には火焰`と&パルメット竝列`，東壁大龕の佛には 2種の火焰`をほど
こしている。第 20 窟と第 18 窟の脇侍佛は頭光のみをjい，外周に&パルメット竝列`
をめぐらせていたから，佛の超絕3な威力をあらわす擧身光背と火焰`が東西壁大龕の
佛に用いられたのも衣例である。






光背`樣からみて，兩大龕は 3に位置づけられる (岡村 2017：82-86 頁)。また，楣
拱龕の拱額にされた飛天が肉感3で，風をはらんでなびく天衣，片膝を曲げた自然な
身のこなし方，拱額上の左右に奏樂天人をあらわすことは，以にはみられない特zで
ある (稻本 2017a：132 頁)。側壁に縱列する胡跪合掌の供養天人宴が 3の第 5 窟門外
の例に4似することも (原報吿 Pl. 2-9解說)，その年代觀を荏持している。
東壁大龕の坐佛の下には宣字形臺座があり，兩側をヤクシャが荏え，その閒に香爐を
中心にした供養者列があらわされている。西壁大龕の臺座は後の<刻龕によって原形を
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圖 15 第 17 窟の東・南・西壁 (原報吿 Figs. 12-43〜45 を合成)
\智水 1977)，皇が基本宴として脇侍佛を宴したというよりも，王公クラスの人物
がみずからの立場をふまえて本の脇に大龕を附設した可能性が高い。
東西壁の上層龕 東西壁上層は大龕より上の部分で，大きく上下 2 段に分けられる。
上部は風/によりD然としないが，天蓋や坐佛列は確Gできない。
上段には東西壁から南壁に連續する千佛龕がある (圖 17)。これは當初計畫であるが
(原報吿 12：23 頁)，本光背をけて宴されている。熊謁聰美 (2014) は東壁第 4 龕の
帷幕が千佛の地より高く突出していることにqbし，その二佛竝坐龕は千佛と同時な
いしはそれよりに位置づけられると指摘した。あるいは東壁第 4 龕が上段の千佛列に




この第 4 龕と本光背との閒には0脚菩の第 3 龕と坐佛の第 5 龕があり，いずれも
龕下に香爐を中心にした男女の供養者列がある。第 3 龕の楣拱龕は，拱額の兩端が弧狀
をなし，それを荏える8を表現している特zは，第 19A窟の第 26 龕 (圖 14 の 4) から第




圖 16 第 17 窟東西壁大龕 左：西龕 (原報吿 Pl. 12-56)、右：東龕 (怨報吿 Pl. 20-8)
端の獸形が籐座の上に兩足で立ち，龕內の左右に脇侍と飛天をし，宴容の量感を增し





宴されると同時に第 18 龕が區畫されたのであろう。第 18 龕は中央に二佛竝坐の尖拱龕
があり，拱額に圖宴はなく，拱端の獸形と籐座は小さい。この第 18 龕と本光背との
閒に二佛竝坐の第 19 龕があり，その形と大きさは第 18 龕の中央尖拱龕とほぼ同じであ
る。原報吿 (Pl. 12-55 解說) は第 18 龕・第 19 龕とも初の宴とするが，熊謁聰美
(2014) は龕に含めていない。しかし，仔細にみると，第 19 龕の拱額の左端は本光
背の火焰`に食い_み，第 19 龕が先行して宴されていたようにみえる。また，第 18
龕の左端は第 19 龕の供養天人宴に慮して千佛を割付けている。したがって，西壁上層
は 2のうちに宴が完成したものと考えられる。
南壁中層の 4大龕 南壁上層は兩側とも上部に東西壁に連續する千佛龕がある (圖 15)。
東側の下部には0脚菩龕 3 基と坐佛龕 1 基，西側の下部には二佛竝坐龕と坐佛龕が 1
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圖 17 第 17 窟東西壁上層 左：東壁 (原報吿 Pl. 12-41)、右：西壁 (原報吿 Pl. 12-55)
(7) は二佛竝坐，下龕 (15) は擧手形の坐佛，西側の上龕 (14) は擧手形の坐佛，下龕
(19) は禪定形の坐佛を本としている。原報吿 (12：20 頁) は南壁でこの 4 龕が初に
宴されたとする一方，東側の上龕 (7) をのぞけば，佛宴樣式がきゃしゃになり，基本
宴より後出すると考えている (12：39 頁)。稻本泰生 (2017b：83-84 頁) は，東壁大龕と
南壁東上方の第 7 龕，西壁大龕と南壁の第 14 龕・第 19 龕との境界を觀察し，相互に折
り合いをつけながら，いずれも同時に宴されたと結論づけた。すなわち，南壁中層
の 4大龕は東西壁大龕と同じ 3の完成と考えられる。
二佛竝坐の第 7龕は，尖拱龕の拱額に 7體の坐佛をしている。これに對してほかの 3




















雲岡石窟においても第 11 窟太和七年 (483) 龕の宴記に「安養光接，託育寶花」「百
味・天衣，隨b飡6」という『無量壽經』の淨土信仰がGめられる (常盤大定 1931／\堂
恭俊 1958)。しかも，その中央區第 2段に 2基の尖拱龕が竝列し，右龕には禪定形の坐佛，
左龕には擧手形の坐佛をしているが，その 2 段下に違 (2) 第 19 窟にみた三菩の
竝坐宴があり (圖 8 左)，右端に「觀世}菩／大勢志菩」，左端に「殊師利菩」と
雲岡石窟の初宴
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いう榜題が刻まれていたことから，原報吿 (Pl. 8-30解說) は禪定形の坐佛は無量壽佛で
第 4 段の觀世}菩と大勢至菩に，擧手形の坐佛は殊菩にそれぞれ對應すると考
えた。また，河北省成安縣から出土した太和六年 (482)「鞠撫夫妻三人」石佛は，正
面に擧手形の「釋æ宴」，背面に禪定形の「无量 (無量壽) 宴」が宴され (鍾維 2007)，
擧手形の釋æ佛と禪定形の無量壽佛を組み合わせていた11) (岡村 2016b)。時がやや下る
が，龍門石窟では神p (518-520) ごろから釋æ佛と無量壽佛とがこのスタイルで區別さ
れている (水野淸一ほか 1941：107-108 頁)。





南壁窟門上の佛龕 窟門と窓の閒にも大小の佛龕が不規則に置されている (圖 18)。
窟門直上の第 17 龕は，上邊の帷幕を共7する 7龕が橫列している。各龕の坐佛はすべて
雙領下垂式に着衣し，圓滿な相好である。列の兩端と龕閒には高い寶冠をいただく供養





る第 10 窟や第 13 窟でも，相對する窟門の上に=去七佛があらわされており，石窟の中
心軸に=去・現在と未來の佛を置し，三世にわたる佛法の繼承を表現したというので
ある。しかし，第 17 龕の宴は本よりやや後れ，.長 3 m足らずの比3小さな列龕
であることから，開窟當初から計畫されていたとは考えがたい。
この七佛龕の東eに第 15 龕との隙閒を利用して倚坐佛の第 16 龕，西eに二佛竝坐の
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第 18 龕が宴されている。いずれも第 17 龕と同じ 3にさかのぼる。倚坐佛を本






圖 19 第 17 窟南壁大龕 左：第 15 龕 (原報吿 Pl. 12-29)，右：第 19 龕 (水野淸一 1941 年撮影)
圖 18 第 17 窟南壁中層東側 (怨報吿 Fig. 20-6B，岩田秀則寫眞)






る。それらは龕の特zである。第 10 龕が窟門上の中心を占め， 3の第 17 龕が
その下に小さく宴されているのも理解に苦しむ。あるいは 3に宴に着手され，
本以外は完成したものの，二佛の仕上げが中斷し，中後&になって再開されたので
あろうか。 3 に開鑿のはじまった第 5 窟・第 13 窟と第 11 窟が，獻の暴Zに
よって宴が中止されているから，これも同じ理由で未完成にわったのだろうか。ま
た，龕の右側に接して第 7 龕との閒隙をうめるように二佛竝坐の第 8 龕が宴されてい
る。その拱額には 7 體の坐佛をし，拱端には下部が 3枚の蓮辨狀をなす籐座と兩足





大きく 4 段，西側は 5 段に分けられる (圖 20)。原報吿をふまえて稻本泰生 (2017b：84
頁) は下層龕のすべてを中以影の<刻とみなしたが，熊謁聰美 (2014) は東側上段に
ある第 23 龕の坐佛樣式が本窟上層の千佛龕と共Wし，にさかのぼることを指摘した。










26b龕には倚坐佛をしている (圖 20 左)。兩龕とも拱額に圖宴がなく，拱端の獸形は小
さい。龕內には合掌の脇侍菩が侍立し，龕外には供養比丘が籐座に坐っている。0脚
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佛は第 20 窟本佛頭右後背龕に，倚坐佛は本窟南壁中層東側の第 16 龕に先行例があり，
ともに彌勒佛をあらわしたのだろうが，例のない組み合わせである12)。以上 2 段の佛龕
は，上の大龕につづいて 3のうちに宴されたのであろう。
窟門の西側 (圖 20 右) は風/のため宴の多くは模糊としているが，4段目の比3大
きな二佛竝坐の第 53 龕は，尖拱龕の拱額に圖宴がなく，拱端の獸形が小さいこと，龕外
の供養天人が痩身であることから， 3にさかのぼる可能性が大きい。その左上に接
する0脚菩の第 51 龕も，原報吿 (Pl. 12-28解說) は「第八洞式」とみるが，楣拱龕の兩
端が彎曲し，拱額に飛天や蓮華/生をしていること，臺座に中 3の千佛龕が<刻さ
れていることから，にさかのぼる可能性があろう。




12) 孝と馮太后の「二C」をあらわした中の雙窟は，倚坐佛 (=釋æ) と0脚菩 (=





圖 20 第 17 窟南壁下層 左：東壁 (怨報吿 Pl. 20-9)，右：西壁 (原報吿 Pl. 12-28)





がはじまり，東西壁大龕や南壁中層の 4 大龕をふくめ，多くの佛龕が 3には完成し


















ルに4い二佛竝坐の第 37 龕と第 53 龕まで第 1工事がつづいていた可能性が高い。そ
の狀況は第 19 窟や第 18 窟と同じである。
佛龕の多い第 18 窟と比べると，第 17 窟は.體として二佛竝坐龕の割合が減少し，反
對に0脚菩龕が增加している。また，<刻の佛立宴が失している。これに關連する
13) 第 17 窟南壁の第 7龕・第 21 龕・第 22 龕など 3の二佛竝坐龕では，拱額に 7體の坐佛
をしている。また，第 18 窟の 2龕では拱額の坐佛は 9〜13 體と一定しなかったが，
窟門西側における 3の坐佛龕 (第 48 龕) では 7體になっている。尖拱龕の拱額に=去
七佛をすることは， 3にはじまったものと考えられる。











本の完成は中末に下ると考えられている (原報吿 11：43-44 頁)。










圖 21 第 16 窟周壁展開圖 (原報吿 Fig. 11-43 を一部改變)
と千佛龕で滿たす手法は第 19 窟と同じである。千佛龕は水方向に整然と割付した後，
上から下へと宴していったと考えられるが，その時を特定することはむずかしい。
以下に論じるように，周壁中層の 7 大龕は 3から中 1に年され，それらに接す
る千佛龕はそれと同時，ないしはそれより怨しいと考えられるから，ここでは千佛龕
も 3から中 1の宴とみておきたい。
周壁中層の佛龕 中層では南壁の窓下に坐佛と左右の0脚菩からなる 3 龕，その
東西に坐佛龕，東西壁に二佛竝坐龕の計 7 龕が對稱3に竝んでいる。原報吿 (11：43-44










龕 (圖 22) の脇侍菩と同じように 3の特zをとどめている。合掌比丘の下に兩手兩
足を廣げて臺座を荏えるヤクシャがあらわされているのは，第 17 窟東西壁大龕など 3
にはじまる宴である。しかし，尖拱龕の拱額には=去七佛をし，拱端の籐座の
上には大きな獸形が兩足をふんばって立っている。この獸形は中に下る型式である。
とくに第 3龕の籐座は，下部が 3枚の蓮辨狀をなし，中 1の第 17 窟南壁中層第 8龕
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したがって，この 3龕も 3から中 1に宴されたのであろう。
この 3 龕の兩側には坐佛の尖拱龕が東西對稱3に置されている (圖 24)。東龕の右下
部が破損しているが，それ以外の保存狀態は比3良好である。本坐佛は兩龕ともに
右手を擧げ，左手に衣端をとるが，西龕の衣端はネクタイ狀に垂下し，先端に細かい襞
を刻んでいる。それは第 8 窟$室南壁第 3層東龕例と同じで，同西龕例より怨しい型式
15) 第 19 窟南壁下層東側の第 8龕に類例があり (圖 7 左)，そこでは 3とした。
雲岡石窟の初宴
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圖 23 第 16 窟南壁中層窓下龕 (原報吿 Pl. 11-65)
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たのだろう。西 3 窟の基本宴は 1にほぼ完成したが，東 2 窟の本は未完成のま
ま 2に宴が中止された。東 2 窟が西 3 窟より後れたのは，各窟の着工時をずら
して勞働力の滑/をはかったからであろう (吉村恒ほか 1992)。圖 25 には示していない





完工した。これに對して第 19 窟と第 18 窟では，基本宴の完成と相後するころに上
層の千佛や佛龕などの宴がはじまり，南壁下層では 3まで佛龕の宴が繼續した。
佛龕の供養天人や供養者をみると，第 20 窟の佛龕ではその置は一定しないが， 2
に下る第 18 窟の佛龕では，供養天人は龕の上と左右，供養者は龕下の香爐の左右に整然










東 2窟の千佛や佛龕は，本大佛にやや後れて宴がはじまった。第 17 窟の東壁大龕
には佛坐宴，西壁大龕には佛立宴をし，當初計畫にもとづいて着工されたが，完成を







から中への變容 曇五窟と中 1の第 7・第 8窟との閒に大佛窟の第 5窟と第
13 窟を指標とする 3を設定したが，曇五窟の周壁佛龕は，壁がZ壞して南壁が
失われた第 20 窟をのぞいて，すべて 3まで宴がつづいていたことがDした。仔
細にみると，第 17 窟から第 19 窟までの 3 窟は 3のうちに南壁下層 (窟門の左右) ま
で宴がんだのに對して，第 16 窟では中 1まで宴が繼續し，中層 (窟門の上) の
大龕をもって中斷している。
その背景を考えるため，改めて實年代を檢討しておこう。第 1違に論じたように，孝
と馮太后のための第 7・第 8 窟は，476 年以後に營がはじまり，480・482・483・
484 年の行幸時に段階3に宴が完成していったと考えられる。つまり第 7・第 8 窟は
室を切り開いて$室を掘り拔いた後，480 年までに足場を組み立てて宴に着手されたと
推測される。本稿では 3と中 1の境を 476 年としたが，この工をGめるならば，
第 16 窟の中層大龕は 476 年以後もしばらく宴がつづけられ，第 7・第 8 窟の宴がは
じまるころに完工したのではなかろうか。つまり，第 16 窟の大龕を宴していた彫工が
こぞって第 7・第 8 窟の宴に轉移したために，以後，第 16 窟下層に佛龕が繼續3に
宴されることがなかったと推測するのである。
16) 杭侃 (1994) は本光背が完成していることから，立佛の體軀ものうちにできあがっ
ていたが，中末にそれをYり取って漢式6制のuに改作したと推測している。しかし，
改作の理由はみいだしがたい。












后) を本とする第 8 窟には佛傳圖，彌勒菩 (=孝) を本とする第 7 窟には菩
行を實踐する本生圖が對稱3に置された。曇五窟は=去 (=釋æ佛) と現皇 (=




第 7・第 8 窟が竣工するころ，第 11 窟東壁上層に太和七年 (483) 龕が宴される。



















がたる。二佛竝坐龕には單獨龕と千佛をともなう龕の 2 形式があり， 1にさかのぼ




岡石窟に獨特の表現である (原報吿 8･9：1-3 頁)。それには第 18 窟の北壁と南壁西側，第
17 窟の東西壁上層，第 5 窟窓など， 2から 3の例がある。雲岡ではほとんど
が二佛とも右手を擧げる形だが，そのうち第 18 窟南壁西側下層の第 45 龕例は，左方に
坐る多寶佛が右手で釋æ佛の左手をとって塔內に招き入れる形にあらわされている。こ
れも見寶塔品の忠實な表現であろう。
しかし， 3になると，二佛竝坐龕の數が減少し，坐佛龕が增加する。東 2 窟の大
龕をみると，二佛竝坐龕は，第 17 窟南壁中層の 4 大龕では東上方の第 7 龕だけ，第 16
窟中層の 7大龕では東西壁大龕だけとなる。





このような佛坐宴に比べて佛立宴は例が少ないが，西 3 窟では 1から 2にか
けて立佛の單獨龕が宴されている。第 19 窟では南壁上層の東西隅に高さ 3.6 m の佛立
宴があり (圖 5)，そのうち西の立宴はラーフラ因緣の釋æ佛である。また，千佛龕の隙
閒をうめるように小さな立佛が宴され，そのうち上層東側の第 2宴もラーフラをとも
なう釋æ佛である。これに對して第 18 窟南壁西側中層の第 44宴は，阿育施土因緣の釋
æ佛である (圖 13 の 1)。このほか第 18 窟南壁から東壁の上層と石窟本左手の後ろに空
隙を利用して<刻された佛立宴がある。このうち第 E1宴の下には，佛龕と同じように供
養者が左右に竝んでいる。




拱額に坐佛をした二佛竝坐龕は 2に出現したが，第 18 窟の北壁と南壁の例では
9〜13 體と一定しなかった。それが 3に下ると，第 17 窟や第 16 窟の佛龕では 7體の
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例が多くなり，第 11 窟の太和七年龕や第 17 窟窓の太和十三年 (489) 龕でも二佛竝坐
龕の拱額に 7體の坐佛をしている。もっとも中 1の第 7・第 8窟では 9〜11 體と一定
せず，中 2の第 9・第 10 窟ではむしろ 9 體に瓜一されている。このため，雲岡では
3に=去七佛が出現したものの，拱額にそれをすることが定式/したわけではない。




坐をともなうことがふつうである (長廣敏雄 1976：42-43 頁)。の大佛窟は釋æ佛 (==
去) と彌勒菩 (=現皇) の組み合わせであり，皇以外の宴になる佛龕では，0
脚菩龕と坐佛龕を上下にした第 11 窟窓の太和十九年 (495) 龕に「釋æ佛・弥勒
二軀」，0脚菩龕と二佛竝坐龕を上下に竝べた第 17 窟窓の太和十三年 (489) 龕に
「釋加・多寶・弥勒宴三區」という宴記があった (原報吿 2：雲岡金石錄 2・16)。いず
れも彌勒菩に釋æ佛や釋æ・多寶佛を組み合わせ，佛法の繼承をあらわしたのである。
しかし， 2から 3には單獨で宴された0脚菩の楣拱龕が出現している。第
18 窟南壁中層では東西に第 10 龕と第 43 龕をし， 3に下る第 19A窟壁中層でも
同じように第 15 龕と第 26 龕を置していた。第 17 窟南壁では 3の0脚菩龕が上
層東側の下段に 3 龕，下層西側に 3 龕が不規則にされているほか，時不の單獨
龕が周壁の下層に散在している。

















の二佛竝坐龕や第 17 窟南壁中層の 4 大龕，本の彌勒菩に對置して第 17 窟南壁の窟
門上に<刻された=去七佛列龕などがあるが，多くは空いたスペースを利用して不規則
に宴された佛龕や佛立宴であった。西 3 窟では 1，東 2 窟では 2に宴がは
じまり，いずれも 3まで繼續した。第 17〜第 19 窟では南壁下層まで佛龕が宴され
たが，曇五窟では窟內の壁面に限定され，窟門と窓の兩側面におよぶことはなかっ
た。これに對して 3に開かれた第 5窟と第 13 窟では，基本宴とほぼ同時に窟門と
窓の兩側面に宴されている。しかも第 5 窟窟門の門神と樹下禪定佛，窓の千佛を
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